
令和６年度（第６３回）農林水産祭 

「優秀農林水産業者に係るシンポジウム」（トップリーダー発表会） 

【「経営改善」の軌跡とパン用小麦の拡大に向けて】 

 

 

 
（敬称略） 

 
 

１ 開    会（13：30） 
公益財団法人 日本農林漁業振興会 常務理事       小栗 邦夫 

   
２ 挨    拶  農林水産省大臣農林水産技術会議事務局研究推進課   
         技術政策情報分析官                島津 久樹 
         滋賀県農政水産部みらいの農業振興課長       鋒山  和幸    

            
 ３ 選賞審査報告 農林水産祭中央審査委員会農産・蚕糸分科会主査   中谷 誠 

（農業・食品産業技術総合研究機構副理事長）  
 
４ 業 績 発 表  令和６年度農産・蚕糸部門天皇杯受賞            
                株式会社イカリファーム 代表取締役        井狩  篤士 
             〃       取締役          井狩 史子 
  

・・・休  憩  (14：30～14：40) ・・・ 
 

５ ディスカッション (14:40) 
 （登壇者） 
  ・コーディネーター  

中谷 誠（３に同じ ） 
      ・業績発表者 
     井狩 篤士（４に同じ） 
    井狩 史子（ 〃  ） 
   ・コメンテーター 

宮武 恭一 （農林水産祭中央審査委員会経営分科会主査    
      （農業・食品産業技術総合研究機構農業経営戦略部長）） 

     山屋 謙二郎（トヨタ式農家改善.pro代表 
（滋賀県農業経営支援アドバイザー））      

   森野 真  （滋賀県農政水産部みらいの農業振興課地域農業戦略室長） 

    
 
  （内容）                    

・意見交換、質疑応答 
   ・総括 

 
                                    
６ 閉  会(16：00)   

 

《スケジュール》 

１３：３０～１６:００ 



令和６年度（第６３回）農林水産祭

「優秀農林水産業者に係るシンポジウム」

（「経営改善」の軌跡とパン用小麦の拡大に向けて）

農林水産祭中央審査委員

農産・蚕糸分科会主査

中谷 誠
（農研機構）

令和７年 ２月 ２７日：琵琶湖ホテル

選賞審査報告



【農林水産祭の趣旨】

国民の農林水産業と食に対する認識を深めるとともに、農林
水産業者の技術改善及び経営発展の意欲を高めるため、農林
水産省と公益財団法人日本農林漁業振興会の共催により昭和
37年から実施。令和６年度は６３回目。

【農林水産祭選賞部門】

●農産・蚕糸部門 ●園芸部門 ●畜産部門 ●水産部門
●林産部門 ●多角化経営部門 ●むらづくり部門
●女性の活躍

【授賞区分】



【第６３回農林水産祭選賞経過】

・選賞対象：令和５年７月〜令和６年６月の農林水産祭参加表彰行
事において農林水産大臣賞を受賞した４６３点の出品財のうち、
農産・蚕糸部門の審査対象数７３点

・選考委員会
＜農産・蚕糸分科会選考委員＞

中谷 誠（主査：農研機構）、藤井孝夫（京都先端科学大学）、
勝田真澄（元農研機構）

＜農産・蚕糸分科会専門委員＞
新田洋司（福島大学） 、合志善隆（ヤンマーアグリ）、
荒木琢也（農研機構）、近藤始彦（名古屋大学）、
山田直弘（長野県農試）、伊藤美環子（農研機構）

＜経営分科会選考委員・専門委員＞
小林みずき（信州大学）、中尾克代（DX経営研究所）



・選賞経過
令和６年７月11日 第１回農産・蚕糸分科会にて書類選考

現地調査候補の選定
〃 ８月７～20日 現地審査
〃 ９月３日 第２回農産・蚕糸分科会にて三賞選考
〃 10月１日 農林水産祭中央審査委員会にて三賞決定

・三賞

天皇杯 ：株式会社 イカリファーム（滋賀県）
内閣総理大臣賞：農事組合法人秋津営農組合（熊本県）
日本農林漁業振興会会長賞 ：三根 孝之（佐賀県）



【令和６年度農産・蚕糸部門天皇杯受賞理由】

・受賞者の取組の経過と経営の現況

株式会社イカリファームは、水稲、麦、大豆の生産から流通・販
売まで手掛ける大規模土地利用型法人であり、担い手不足の農
地を積極的に受託している。

作目ごとに利益率を算出し、社員にも収益を見える化して収量
や売り上げの目標を立て、利益率の高い麦や大豆を主力に据え
た経営が行われている。

生産管理 ICT ツールを導入し、データを活用した栽培管理やマ
ニュアル化による作業の効率化、トヨタ式「カイゼン」の導入により
社員が無駄なく作業を行う環境づくりを行っている。



・受賞者の特色

（１）パン用小麦の生産と販路開拓
給食パン製造会社との連携を契機にパン用小麦に切り替え、
自社で乾燥調製施設と低温倉庫を建設し、集荷・乾燥・保管・検
査・物流・販売までを自社で完結。
他の参画農家の生産した小麦も含め、ロットごとの成分分析を
もとに製粉会社の求める品質にブレンドする等、学校給食や大
手コンビニエンスストアから原料として高い評価。
参画農家とともに所得向上を実現し、県内学校給食用パンは
県産小麦 100％に切り替わった。

（２）女性の活躍
取締役の史子氏の教員経験を活かして人材育成を担うととも
に、女性社員が能力を活かしてパスタや菓子等の加工品の開
発、食育・農業体験イベントを行うほか、産休・育休の導入、労
働環境整備を行い女性が活躍する場を積極的に創出。



現地調査に見る受賞者の特色

乾燥調製施設 低温倉庫

作業管理や
人材育成の
見える化



・普及性と今後の展開方向

・当面 15 年後の目標を定め、ロードマップとして５年お
きの売上、社員数、目指す姿を社員と共有。

・生産部門では、「小麦王国」の実現に向けパン用小麦
の さらなる面積拡大、収量の増加を図る方向。

・これを実現するため、人材育成 を重要課題に据えて
技術向上の取組や労働安全対策、ICT の導入による生
産効率の向上を目指しており、組織の活性化と地域農
業の発展に向け活躍が期待される。



「経営改善」の軌跡
～Exciting Agriculture～

株式会社イカリファーム

代表取締役 井狩篤士 取締役 井狩史子

２０２４年２月２７日 第６３回 農林水産祭「優秀農林水産業者に係るシンポジウム」

印刷版
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Ⅰ 「経営改善」の軌跡



１.地域・会社紹介

(株)イカリファーム

京都から
電車で30分

滋賀県
耕地面積の
93％が水田

環境に
配慮した農業が

営まれている

「琵琶湖システム」
世界農業遺産に

認定

【滋賀県近江八幡市】

滋賀県



１.地域・会社紹介



１.地域・会社紹介
＜会社概要＞

総耕作面積： 294ha総耕作面積： 294ha
生産品目：小麦 115ha

大豆 117ha
米 62ha

作業受託： 350ha

総耕作面積： 294ha
生産品目：小麦 115ha

大豆 117ha
米 62ha

作業受託： 350ha

組織：役員 3名(うち女性２名)
社員 11名(うち女性１名)

※耕作面積は、2023年のデータ



１.地域・会社紹介

我々イカリファームは、農業を通して、
人・地域・環境に最大の恩恵をもたらす

【経営理念】



うち パン用＝３
国内の小麦＝100

２.小麦の改革

滋賀県の子供たちに
私たちが作った小麦のパンを

食べて貰いたい

【学校給食のパン屋さんより相談を受け、
地場産パン用小麦の生産に挑戦】

輸入
86

国産
14



２.小麦の改革‐内製化

国産小麦の現行サプライチェーン

生産者

生産
販売
物流
検査

保管
製粉

FBC

製パン 販売

集荷
乾燥
保管
検査

単協 全農 製粉業
者

パン製
造業者

学校給食
コンビニ

【パン用小麦の生産依頼を受ける】

パン用小麦のオーダー

寡占化

指定された
品種しか作れない

パン用小麦生産は
難しい

寡占化
商流の大きさ



２.小麦の改革-内製化

国産小麦の新サプライチェーン

生産

集荷
乾燥
保管
検査

物流
販売

保管
製粉

FBC

商品 販売

参画農家

製粉
業者

パン
製造
業者

学校
給食

コンビニ

【実需者に直接繋がる為に、自社で内製化】

買取・出荷・販売

生産支援



２.小麦の改革-内製化

【県内の学校給食用パンの原料は、
滋賀県産小麦100％】

【地元の子どもたちに食べてもらいたい想いと取組み】



【お客様のニーズに応じた品質の確保が可能になった】

２.小麦の改革-内製化

【集荷-乾燥-保管-検査-出荷を自社で内製化】



２.小麦の改革-内製化

【参画農家40軒の「所得向上」に貢献】

【内製化により農家の所得が向上するしくみが確立】



【製粉・製パンに使用できる基準をクリア】

２.小麦の改革-品質管理

【滋賀県で初めての品種に挑戦！
品質確保に向けた栽培技術向上】



【品質別ロットごとに調整】

【製粉・製パン所が求める個別の基準をクリア】

２.小麦の改革-品質管理

【たんぱく質スコア等を検査】



【子どもたちに安心して食べてもらえる小麦ができた】

【栽培技術向上と品質管理】

２.小麦の改革-品質管理



【安定した品質で学校や大手コンビニで採用】

２.小麦の改革-品質管理

【栽培技術の向上と品質管理】

給食パン



【子育て世代の母親・輸入小麦が不安な女性に好評】

【女性目線で安心して食べていただける
地場産小麦の商品企画】

３.女性活躍



【農業に教育を取り入れた】【教育が無いなんて、もったいない‼】

学ばない 教えない 考えない
ko

【農業に教育を取り入れよう】

このままでいい‼

３.女性活躍

【農業の風土は、大きな伸びしろ‼】



３.女性活躍

【農業の現場に合わせて、教育を取り入れる】

【他業種に負けず、成長できる
「学ぶ風土」と「しくみ」が醸成】

外部顧問

仲間と共に…



【「思考力」も醸成】

３.女性活躍

【学ぶ場の設定】

[調べて学んだこと]
・江戸時代の糞尿肥料
・カラスの生態 …等

Benkyoukai-1GP

月一回 の 勉 強 会



【社員も、経営者も成長できる】

【トヨタ式の専門家に学ぶ】

４.改善・人材育成-学ぶ

KAIZEN



【全ての技能の見える化】

【誰が何ができないのかが分かり、即戦力化】

４.改善・人材育成-教える

5 教えることができる

4 １人でできる（時間内・基本トラブル対処）

3 １人でできる（時間以内にできない）

2 １人でできない

1 できない、やったことがない

できる

できない

評価基準

18 中 2 乾燥調製 麦の乾燥水分値を確認し、袋詰めを行う 5
Ｎｏ. 級 レベル 具体的仕事 遂行基準 社長

596
項目



【事実・データから考える】

４.改善・人材育成-問題解決思考

【コンバイン掃除時間にバラつきがあり
120～178分掛かっていた】



４.改善・人材育成-問題解決思考

【全員標準時間内に作業完了】

【マニュアルによる標準作業の明示】

導入前

120
178

141

0

200

コンバインの掃除時間

Aさん Bさん Cさん

80 88 85

コンバインの掃除時間

Aさん Bさん Cさん

導入後(分)

90



【人との触れ合いが、私たちを育てる】

４.改善・人材育成-地域との関わり

【収穫祭や直売所イベント】 【農場見学や出前授業】



【定期的な清掃活動】

【自然の恵みへの感謝と愛情】

４.改善・人材育成-地域との関わり



それぞれのお顔が見えるようになりました・・・

生産 → 製粉 → 製パン → お店 → 食べてくれる方

これまで

次の夢

もっと多くの方に
直接届けたい

５.今後の夢

【圃場で生まれる「命」と「感動」を
ダイレクトに届けたい】

農ｼｬﾝﾋﾞｭｰを
楽しみながら

のう

Ocean



５.今後の夢

「人材育成」と「問題解決」によって、
人が成長し、成果につながるようになってきました！

2014年 2023年



５.今後の夢

今後も、「人」を大切にし、
日本の農業界の「困りごと」を

改善・解決していきます‼



Exciting Agriculture☆
ｰわくわくする農業ｰ



Ⅱ これからの農業



５年後の予測

⇩
・国内農産物の品目数と
自給率の低下や価格の高
騰の可能性

・2030年までに、
耕作面積は34％減少

（2020年対比）

・農業経営体数が
55％減少(半分以下に)



【耕作依頼の予測】

5年後 300ha増

10年以内 800ha増

イカリファームでは…



「未来型の農法」

自然

「環境」の持続可能性

最新技術 環境保全
人にとっての

「農業」の持続可能性



「多様な人財の確保」

人材確保の仕組み 人財育成



「多様な人財の確保」

人財とネットワークの多様化



農業の振興

＝人財の力

環境・食・農業の問題解決

農業の発展

農業の重要性・魅力の実感

自然 食 農業

啓蒙



まとめ

GO‼
NEXT STAGE‼










	①当日配布スケジュールR7.2.27大津市（イカリファーム）.pdf
	②農林水産祭シンポジウム_選賞経過v2.pdf
	③経営改善」の軌跡(Web参加者用)2025.02.27.pdf
	④パネルVer0.9_L（山屋様資料）.pdf

